
 

 

 

 

【 校   訓 】和 し て 学 び  自 立 し て 歩 む 

【 教 育 理 念 】笑 顔 あ ふ れ る 学 校 

【 教 育 目 標 】ふるさとを愛し、主体的に学習し、自らの判断で正しく行動できる児童の育成  

               

最後の授業参観 

２月８日（木）に今年度最後の授業参観を行いました。どの学年も、この１年間の学習

の成果を発表しました。子供たちの緊張した顔が、発表後ににっこり笑顔に変わり、一生

懸命さがとても伝わってくる発表でした。保護者のみなさま、多数のご参観いただきあり

がとうございました。観ていただくことが、何より子供たちのやる気につながっていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 

令和６年２月１４日 

文責 日髙 智明 

1年  

英語で言われた色を

教室内でさがします 

２年  

次々にモニターに写され

る九九を答えていきます 

３・４年  

自分で調べてまとめた文章

を聞いてもらい、アドバイス

をしてもらっています 

５・６年  

将来の夢について発表しました 



気づき考えるメリット 

 先日、春高バレーを観ました。バレーボールの試合では、３０秒

間のタイムをとることが許されていて、その３０秒間に監督から

プレーについての指示が出されます。以前は、３０秒間監督が話

し、選手はそれを聞いているという印象でしたが、近頃は監督の話

は短く終わりその後選手間で話し合っているチームが増えてきま

した。これは、選手自身に気づき考える場面をつくり、主体的に試

合に取り組めるようにすることが目的のようです。主体的に取り

組むと、選手が課題と改善策を考えるようになるので、自らを成長

させていくことも期待できます。 

 宇久小学校では、子供たちが気づき考える授業への改善を図り、自ら学びを進めること

ができる子供の育成に取り組んでいます。授業中、子供が自分で考えたり友達と対話した

りする中で気づき考えることができるように、提示する資料を精選したり授業の流れを

工夫したりしています。そして、何より教師の話を聞くだけの時間を短くするようにして

います。教師は、職業柄細かく教えたくなるのですが、教えることよりその授業で子供の

どんな力を育てるのかを優先し、子供が気づき考えることができるように努めています。

気づき考えるメリットを生かした授業づくりで、子供たちの主体性が育ち自らを成長さ

せることができるようになってほしいと思っています。 

 

【図書室貸出冊数】 

 

目標 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 年間 

低 １０ １３ １３ １３ ５ １３ １３ １３ １３ １３ １３ ８ 140 

中 １０ １２ １２ １２ ５ １２ １２ １２ １２ １２ １２ ７ 130 

高 １０ １０ １０ １０ ５ １０ １０ １０ １０ １０ １０ ５ 110 

結果 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 冊/人 

低 10.0 20.1 16.1 9.4 3.8 13.8 9.3 16.3 16.5 12.3   120.6 

中 15.1 12.4 22.6 13.4 4.3 15.3 10.3 16.5 12.5 18.2   140.5 

高 8.9 13.8 18.8 14.7 1.8 16.3 9.5 11.6 8.2 5.7   108.9 

全 11.3 15.1 19.3 12.8 3.2 15.3 9.7 14.5 11.9 11.8   123.1 

目標達成者 

４年 小〇 瑠〇さん（１４１冊） 

おめでとうございます！！ 

 

令和５年度も残り１カ月半になりました。 

目標達成に向けて、ラストスパートに期待したいです。 


